
ひとつのテーマを、複数の授業と関連
して学習。多角的な視点を養いなが
ら、知識と理解を深める。

読む・聴く・話す・書く。英語「で」学ぶ
授業で、4つのスキルを統合的に学
び、実践レベルに引き上げる。

iPadに搭載された、オリジナルデジタ
ル教科書を使用。情報収集や資料作
成もスムーズにできる。

　大阪女学院大学では、2012年度の新入生から全員がiPadを活用し
ている。情報教育と英語教育の個別最適化の両方をめざしたものだ。短
期大学での教育改革から30年にわたり、英語教育のオリジナル教材を作
成してきた。平和、文化、人権、環境など多彩なテーマを扱う英語学習は、
一般的なテキストでは対応が難しいためだ。現在は、音声や動画などを取
り入れたオリジナルデジタル教材をiPadに搭載して授業で活用している。
また、オンラインの多読プログラムの導入により、学生は自分のレベルに
合わせて読み、リーディング力を伸ばしている。教員は各自の達成度のログ
の取得がしやすくなった。今後は英語以外にも活用を広げる意向だ。

ICTを積極的に活用し
学生の個別学修を支援

注目！

世界のトピックを英語で学ぶPBL

2020 5-623 2020 5-6 22

取材・文／本間学　撮影／楠本夏彦

特集  教育力ブランディングと日本大学ランキング

カリキュラムの特徴は「Content-based」（内容重視）かつ「Student-centered」（学生が主体的に学ぶ）のPBL。
学生一人ひとりの英語習熟度に対応できる豊富なオリジナル教材をそろえている。 　
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英語“で”学ぶ教育課程で
実践力の高い国際人養成

大阪女学院大学

前年に引き続き「国際性」分野の４位にランクインした大阪女学院大学。
高スコアの背景にある教育の特徴、学内の国際性向上の取り組みについて聞いた。

かとうえいこ●大阪女学院大学国際・英語学部教授。
Ed.D（教育学博士）。大阪女学院短期大学卒業。国際社
会教育団体で活躍後、ボストン大学教育学部での留学を
経て2003年ハーバード大学教育大学院博士課程修了。
1998年～2001年フルブライト留学生。専門は言語習得、
最新テクノロジーを活用する教育。

加藤映子学長
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日本人学生の留学比率／9.8％

外国語で行われている講座の比率／30.1％

海外の大学との大学間交流協定数／14校

総合
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▲iPadを活用するこ
とで、情報収集や資
料 作 成 が スムーズ
に。英 語とI C Tの運
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